
評

価

者

設  問
R7
評価

R6

評価

生

 

徒
学校教育目標を知っている。

保

護

者

二中の学校教育目標を知って
いる（見たり聞いたりしたこ
とがある）。

地

 

域

二中の学校教育目標を知って
いる（見たり聞いたりしたこ
とがある）。

職

 

員

学校教育目標を意識しながら
指導・支援をしている。

生

 

徒

学校教育目標を意識して生活
することがあった。

保

護

者

二中生は、誰もの幸せを考え
ようとしていると思う。

地

 

域

二中生は、誰もの幸せを考え
ようとしていると思う。

職

 

員

生徒は、誰もの幸せを考えよ
うとしていたと思う。

生

 

徒

時と場に応じた気持ちのよい
あいさつを心がけている。

保

護

者

二中生は、時と場に応じた気
持ちのよいあいさつをしてい
る。

地

 

域

二中生は、時と場に応じた気
持ちのよいあいさつをしてい
る。

職

 

員

生徒は、時と場に応じた気持
ちのよいあいさつをしている
と思う。

生

 

徒

いろいろな人と協力して、つ
ながりを広げたり深めたりし
ている。

保

護

者

二中生は、いろいろな人と協力し
て、つながりを広げたり深めたり
していると思う。

地

 

域

二中生は、いろいろな人と協力し
て、つながりを広げたり深めたり
していると思う。

職

 

員

生徒は、いろいろな人と協力
して、つながりを広げたり深
めたりしている。

生

 

徒

「ありがとう」などの感謝の
気持ちを、言葉にしたり態度
で表したりしている。

保

護

者

二中生は、「ありがとうございま
す」などの感謝の意を他者に伝え
ることができると思う。

地

 

域

二中生は、「ありがとうございま
す」などの感謝の意を他者に伝え
ることができると思う。

職

 

員

生徒は、「ありがとうござい
ます」などの感謝の意を伝え
ることができる。

生

 

徒

”つながりタイム”などの生徒会
行事では、楽しい時間を過ごすこ
とができている。

保

護

者

地

 

域

職

 

員

生徒は、”つながりタイム”など
の生徒会行事では、楽しい時間を
過ごすことができている。

成果と課題 対応・取組

 

・学校教育目

標について

は、たよりや

行事予定、

ホームページ

メール配信等

に載せること

で、かなり浸

透を図ること

ができた。

項  目

～

仲

間

と

と

も

に

笑

顔

で

次

代

を

生

き

抜

く

力

を

育

む
～

～

あ

い

さ

つ

・

協

力

・

幸

せ
～

・あいさつや

協力につい

て、生徒自身

と地域の評価

は高い傾向に

ある。しか

し、身近にい

る保護者や職

員の評価との

ギャップがあ

る。

・生徒会主催

の”つながりタ

イム”は、楽し

く有意義な時

間になってい

る。

・引き続き、

学校だよりや

ホームペー

ジ、メール等

において、学

校教育目標や

めざす○○

像、生徒会ス

ローガン等を

掲載し、保護

者に意識して

いただけるよ

う広報してい

く。

・以前と比べ

るとあいさつ

の評価が下が

り気味であ

る。あいさつ

やふるまいに

ついて、子ど

もたちと一緒

に考える場を

作っていきた

い。

・新生徒会に

おいても、生

徒同士がつな

がりを深める

ための活動を

企画していき

たい。

Ａ：肯定的回答80％以上   Ｂ：肯定的回答50％以上80％未満   Ｃ：肯定的回答50％未満

58%

93%

27%

37%

42%

7%

56%

51%

0%

0%

14%

10%

0%

0%

2%

2%

肯定的回答 否定的回答

8%

29%

11%

25%

67%

71%

57%

56%

25%

0%

30%

17%

0%

0%

2%

2%

0%

57%

18%

57%

79%

43%

62%

41%

21%

0%

19%

3%

0%

0%

1%

0%

13%

29%

13%

66%

67%

71%

67%

32%

21%

0%

19%

2%

0%

0%

1%

0%

33%

62%

67%

34%

0%

3%

0%

1%

当てはまる・そう思う あまり当てはまらない・あまり思わない

まあ当てはまる・そう思う 全く当てはまらない・全く思わない

21%

29%

13%

49%

67%

71%

61%

46%

13%

0%

25%

6%

0%

0%

1%

0%

※「地域評価」は、学校運営協議会の委員さんや主任児童委員さんが回答しています。

※母数、四捨五入の関係で、％の合計が100％にならない項目があります。

※始業時刻のアンケート（2,３年生用）に、1年生生徒が回答しているため、この項目の値は参考値とします。

※自由記述に関しては、HP上では省略します。  1



評

価

者

設  問
R7
評価

R6

評価

生

 

徒

自分の長所や短所を理解
しているつもりだ。

保

護

者

自分の子どもは、自分の長所
や短所を理解している。

地

 

域

職

 

員

生徒は、自分の長所や短所を
理解していると思う。

生

 

徒
自分のことが好きである。

保

護

者

地

 

域

職

 

員

生徒の自己肯定感は高い
と思うと思う。

生

 

徒

睡眠やメディア接触時間を含め、健康
のことを考えながら、家庭での過ごし
方を工夫している。

保

護

者

自分の子どもは、睡眠やメディア接触時間
を含め、健康のことを考えながら、家庭で
の生活をしている。

地

 

域

職

 

員

生徒は、睡眠やメディア接触時間を含め、
健康のことを考えながら、家庭での生活時
間を工夫している。

生

 

徒

他の人の気持ちを考えて、話した
り遊んだりすることがある。

保

護

者

地

 

域

二中生は、友だちの気持ちを考え
て、話したり遊んだりしている

職

 

員

生徒は、周囲の人の気持ちを考え
て、話したり遊んだりしている。

生

 

徒

授業中、他の人の意見や考えを参
考にして学習することがある。

保

護

者

自分の子どもは、授業中、友だちの考えを
参考にしながら学習していると思う（授業
参観等を通して）。

地

 

域

二中生は、授業中、友だちの考えを参
考にしながら学習していると思う（授
業参観等を通して）。

職

 

員

生徒は、授業中、他の生徒の考え
を参考にしながら学習している。

生

 

徒

疑問をもったことは、自分で
調べようとしている。

保

護

者

地

 

域

職

 

員

生徒は、疑問をもったことは、自
分自身で調べようとしている。

Ａ：肯定的回答80％以上   Ｂ：肯定的回答50％以上80％未満   Ｃ：肯定的回答50％未満

項  目
 

成果と課題 対応・取組

・アドジャン

トークやエンカ

ウンターに引き

続き取り組み、

めざす生徒像の

実現をめざす基

盤としていく。

また、ソーシャ

ルスキルトレー

ニングを取り入

れ、他者とのよ

り良い接し方に

ついて学ぶ機会

を増やす。

・Let’ｓ Tryヘ

ルスライフを有

効活用し、睡眠

時間の確保、メ

ディア接触時間

の短縮等、自分

で生活習慣の見

直しができるよ

うな仕組を構築

する。

・睡眠やメ

ディア接触時

間等、生活習

慣についての

質問は、生徒

と職員・保護

者の評価に大

きな差があ

る。

・アドジャン

トークやつな

がりトーク、

エンカウン

ターを取り入

れたことで、

生徒同士で相

手のことを考

え、つながり

を大切にしよ

うとする意識

が高まったよ

うに思われ

る。

4%

17%

37%

42%

60%

51%

46%

24%

12%

8%

0%

0%

0%

23%

42%

48%

54%

23%

4%

7%

肯定的回答 否定的回答

0%

8%

32%

42%

32%

47%

54%

55%

19%

4%

5%

2%

0%

21%

51%

42%

79%

47%

54%

0%

2%

4%

0%

0%

8%

21%

7%

55%

54%

71%

64%

42%

38%

7%

27%

3%

0%

0%

1%

0%

0%

38%

33%

49%

67%

13%

0%

1%

当てはまる・そう思う あまり当てはまらない・あまり思わない

まあ当てはまる・そう思う 全く当てはまらない・全く思わない

※「地域評価」は、学校運営協議会の委員さんや主任児童委員さんが回答しています。

※母数、四捨五入の関係で、％の合計が100％にならない項目があります。

※始業時刻のアンケート（2,３年生用）に、1年生生徒が回答しているため、この項目の値は参考値とします。

※自由記述に関しては、HP上では省略します。  2



評

価

者

設  問
R7
評価

R6

評価

生

 

徒

保

護

者

自分の子どもの考えや思
いを尊重している。

地

 

域

職

 

員

生

 

徒

保

護

者

自分の子どもの、睡眠やメ
ディア接触の環境を整える支
援をしている。

地

 

域

職

 

員

生

 

徒

保

護

者

保護者等、大人同士の関
わりを大切にしている。

地

 

域

職

 

員

生

 

徒

保

護

者

PTA活動等に参加するなど、自
分なりに子育てに関する情報
を得ている。

地

 

域

職

 

員

評

価

者

設  問
R7
評価

R6

評価

生

 

徒

保

護

者

地

 

域

学校行事を見たり、登下
校の見守り・声かけをし
たりしている。

職

 

員

Ａ：肯定的回答80％以上   Ｂ：肯定的回答50％以上80％未満   Ｃ：肯定的回答50％未満

項  目
 

成果と課題 対応・取組

・家庭生活に

おける支援(睡

眠時間の確保

を含む規則的

な生活時間の

指導・支援等)

は大切である

と思うので、

毎学期行って

いるLet's Try

ヘルスライフ

を生かし、保

護者と生徒が

ともにふりか

えることがで

きるような仕

組みを考えて

いきたい。

・親子奉仕作

業について

は、雨天の場

合は、別日に

実施できるよ

う設定してお

く。

・子どものこ

とを第一に考

えている保護

者が多い。

・生活時間の

違いからか、

子どもの生活

をすべて把握

できていない

状況がある。

・保護者同士

の関わりにつ

いては、広い

校区から集

まっているた

め、同じ部活

動以外の保護

者のことが十

分にわからな

い状況にあ

る。

・親子奉仕作

業が悪天候の

ため中止に

なったこと

で、より交流

の場がなく

なってしまっ

た。

項  目
 

成果と課題 対応・取組

Ａ：肯定的回答80％以上   Ｂ：肯定的回答50％以上80％未満   Ｃ：肯定的回答50％未満

・交通安全旬

間にあわせ

て、朝の見守

りや声掛けを

協力していた

だいた。

・学校運営協

議会委員や主

任児童委員に

こまめに行事

の案内を行

い、生徒の様

子を見てもら

う。

19% 73% 8%

12% 58% 27%
2%

肯定的回答 否定的回答

13% 51% 32% 4%

12%

54% 29% 6%

肯定的回答 否定的回答

43% 43% 14%

当てはまる・そう思う あまり当てはまらない・あまり思わない

まあ当てはまる・そう思う 全く当てはまらない・全く思わない

当てはまる・そう思う あまり当てはまらない・あまり思わない

まあ当てはまる・そう思う 全く当てはまらない・全く思わない

※「地域評価」は、学校運営協議会の委員さんや主任児童委員さんが回答しています。

※母数、四捨五入の関係で、％の合計が100％にならない項目があります。

※始業時刻のアンケート（2,３年生用）に、1年生生徒が回答しているため、この項目の値は参考値とします。

※自由記述に関しては、HP上では省略します。  3



評

価

者

設  問
R7
評価

R6

評価

生

 

徒

先生は、あなたの思いや
考えを大切にしてくれて
いる。

保

護

者

教員は、子どもの主体性を尊重す
る姿勢で支援している（授業参観
等を通して）。

地

 

域

教員は、生徒の主体性を尊重する
姿勢で支援をしている（授業参観
等を通して）。

職

 

員

生徒の主体性を尊重する
姿勢での支援を心がけて
いる。

生

 

徒

先生には、自分で考える機
会、生活や学習の環境等を整
えてもらっている。

保

護

者

教員は、生徒が自分で考える機会
を設定したり、学習や生活がしや
すい環境を整えたりしている（授
業参観等を通して）。

地

 

域

教員は、生徒が自分で考える機会
を設定したり、学習や生活がしや
すい環境を整えたりしている（授
業参観を通して）。

職

 

員

生徒が主体的に考えたり、学
習や生活しやすい環境を整え
たりしようとしている。

生

 

徒

先生は、先生同士や保護
者・地域の方と連携・協
力しようとしている。

保

護

者

教員は、保護者と連携・
協力しようとしている。

地

 

域

教員は、保護者や地域の
方と連携・協力しようと
している。

職

 

員

他の職員、保護者や地域
の方と連携・協力するこ
とを心がけている。

生

 

徒

先生は、よりよい授業を
しようとしている。

保

護

者

教員は、よりよい授業をしよ
うとしている（授業参観等を
通して）。

地

 

域

教員は、よりよい授業をしよ
うとしていると思う（授業参
観等を通して）。

職

 

員

授業改善等の意識を常に
もち、授業準備をしてい
る。

Ａ：肯定的回答80％以上   Ｂ：肯定的回答50％以上80％未満   Ｃ：肯定的回答50％未満

項  目
 

成果と課題 対応・取組

・ほとんどの

項目で４者と

も肯定的回答

がA評価であっ

た。

・職員の負担

感軽減、余暇

の時間の確保

をめざし、月

曜日の生活時

程、職員朝礼

や各種会議、

行事の持ち方

を見直した

り、ICT活用の

研修等を実施

したりした

が、あまり効

果が見られな

かった。

・放課後や休

日の部活動指

導の負担が大

きく、目標と

している時間

外勤務の時数

を超過してい

る職員がい

る。

・生徒や保護

者に対し、誠

実な対応を心

がけている

が、お互いの

情報共有が不

十分なケース

があった。

・職員の負担

感軽減、ワー

クライフバラ

ンスを考える

余裕があって

こそ、生徒や

保護者への誠

実かつ組織的

な対応が出来

ると考えてい

る。

・ゆとりのあ

る職員の働き

方について具

体案を考え、

新年度当初か

ら実行してい

く。（ICTの活

用や校務 DXの

推進）

25%

64%

17%

47%

71%

36%

65%

48%

4%

0%

15%

5%

0%

0%

2%

0%

38%

64%

18%

51%

54%

36%

63%

45%

8%

0%

18%

4%

0%

0%

1%

1%

肯定的回答 否定的回答

50%

29%

25%

45%

50%

71%

58%

49%

0%

0%

15%

6%

0%

0%

1%

1%

46%

57%

14%

52%

54%

43%

65%

45%

0%

0%

18%

3%

0%

0%

2%

0%

当てはまる・そう思う あまり当てはまらない・あまり思わない

まあ当てはまる・そう思う 全く当てはまらない・全く思わない

※「地域評価」は、学校運営協議会の委員さんや主任児童委員さんが回答しています。

※母数、四捨五入の関係で、％の合計が100％にならない項目があります。

※始業時刻のアンケート（2,３年生用）に、1年生生徒が回答しているため、この項目の値は参考値とします。

※自由記述に関しては、HP上では省略します。  4



評

価

者

設  問
R7
評価

R6

評価

生

 

徒

睡眠についての学習は、自分を大
切にすることにつながると思う。

保

護

者

睡眠についての学習を中心として、家庭における生活
リズムの改善をめざしていることは、生徒の現在・未
来を大切にし、個々のパフォーマンス向上につながる
よい取組だと思う。

地

 

域

睡眠についての学習を中心として、家庭における生活
リズムの改善をめざしていることは、生徒の現在・未
来を大切にし、個々のパフォーマンス向上につながる
よい取組だと思う。

職

 

員

睡眠についての学習を中心として、家庭における生活
リズムの改善をめざしていることは、生徒の現在・未
来を大切にし、個々のパフォーマンス向上につながる
よい取組だと思う。

生

 

徒

「アドジャン・トーク」の時間
は、他の人との関係を深めるうえ
で、よい時間だと思う。

保

護

者

円滑な人間関係を築くため、また、自己及び他者理
解の推進をめざして「アドジャン・トーク」という
スキルトレーニングを行っているが、このような取
組は有益だと思う。

地

 

域

円滑な人間関係を築くため、また、自己及び他者理
解の推進をめざして「アドジャン・トーク」という
スキルトレーニングを行っているが、このような取
組は有益だと思う。

職

 

員

「アドジャン」の時間は、二中生
にとって、有益で必要な時間であ
る。

生

 

徒

服装や学校のきまりを、生徒と大
人が一緒になって見直したことは
よかった。

保

護

者

服装や学校のきまりを、生徒と大
人が一緒になって見直そうとして
いることはよいと思う。

地

 

域

服装や学校のきまりを、生徒と大
人が一緒になって見直そうとして
いることはよいと思う。

職

 

員

服装や学校のきまりを、生徒と大
人が一緒になって見直したことは
よかった。

生

 

徒

＜２，３年生のみ回答＞始業時刻を早くし、昼
休みの時間をもとに戻したことはよかった(昨
年度は昼休みの時間を５分短くしていた)。

保

護

者

＜２，３年生保護者のみ回答＞今
年度より始業時刻を５分早くした
が、特に問題はなかった。

地

 

域

職

 

員

＜昨年度本校勤務の職員のみ回答＞始業時刻を早く
し、昼休みの時間をもとに戻したことはよかった(昨
年度途中、給食時間を５分増やし、昼休みの時間を
５分短くしていた)。

・生徒会活動を

中心に、引き続

きアドジャン

トークやつなが

りトークを実施

し、生徒同士の

つながりを強く

していきたい。

項  目
 

成果と課題 対応・取組

Ａ：肯定的回答80％以上   Ｂ：肯定的回答50％以上80％未満   Ｃ：肯定的回答50％未満

・アドジャン

トークやつなが

りトーク、エン

カウンターを取

り入れたこと

で、生徒同士で

相手のことを考

え、つながりを

大切にしようと

する意識が高

まったように思

われる。

・生徒と大人が

一緒になって服

装やきまりにつ

いて考えたこと

については、肯

定的な意見が多

かった。

・始業時刻を早

め、昼休みの時

間を元に戻した

ことについて

も、肯定的な意

見が多かった。

・引き続き、生

徒と一緒に学校

のきまりについ

て考えていきた

い。
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肯定的回答 否定的回答

74%

58%

61%

21%

37%

33%

5%

2%

4%

0%

3%

2%

当てはまる・そう思う あまり当てはまらない・あまり思わない

まあ当てはまる・そう思う 全く当てはまらない・全く思わない

※「地域評価」は、学校運営協議会の委員さんや主任児童委員さんが回答しています。

※母数、四捨五入の関係で、％の合計が100％にならない項目があります。

※始業時刻のアンケート（2,３年生用）に、1年生生徒が回答しているため、この項目の値は参考値とします。

※自由記述に関しては、HP上では省略します。  5


